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５．まとめと今後の課題 
 

 本研究では，以下の４項目について分析および検討を行

った． 

①アセットマネジメントの現状 

②港湾におけるアセットマネジメントの構築 

③維持補修・更新計画における優先度の設定方法 

④アセットマネジメントの試行 

 しかしながら，未だ机上での検討のみや，多くの仮定や

前提に基づいている部分が多く，実際の現場での適用に向

けての課題として，次の点が挙げられる． 

 

(1)点検・診断方法の見直し 

本報告では対象施設，特に桟橋上部工では「遷移確率」

が非常に重要な要素となる．このため，例えば，桟橋上部

工では「遷移確率」を把握できる点検・診断方法を構築す

ることが必要である．また，他の施設に関しても，今後の

分析を踏まえて「桟橋上部工での遷移確率」に相当する「劣

化度予測の鍵となる要素」を把握できる点検・診断方法を

構築することが必要である． 

 

(2)補修コスト推計手法の確立 

 最適な補修工法の選択に際しては，各工法を実施した場

合での概算コストが重要であり，本研究でも幾つかの仮定

に基づいて推計を実施した．しかしながら，現状での推計

手法は不十分であることから，より精度の高い推計手法を

確立することが必要である． 

 

(3)劣化要因の分析 

 ４．の事例では，劣化度と経過年数は相関しておらず，

またこのような事例は，一般的である．本来であれば，３

号岸壁の劣化度が著しい原因を究明し，それも踏まえて補

修工法を検討することが必要であり，個別の劣化要因分析

をより推進することが必要である． 

 

(4)アセットマネジメント事例の集約 

 港湾施設のアセットマネジメントとしての課題は個別

ごとに異なり，また，対処方法も多種多様である．しかし

ながら，他の実施例は非常に参考になるとともに，上記の

(1)～(3)に対処するためにも，今後様々な港湾で実施され

るアセットマネジメント例を集約し，体系化しておくこと

が必要である． 

(18 年 6 月 22 日受付) 
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